
カスタマーハラスメントにかかる基本方針 

 

当財団は、お客様との対話を大切にし、ご相談に際して、丁寧な対応に努めています。財団にお

寄せいただくご意見やご要望は、サービスの向上につながる大切なものとして、誠実に受け止めて

まいります。 

 一方で、ご要望の内容やお申し出の方法が社会通念上相当な範囲を超え、職員の尊厳を傷つけた

り、安全な就業環境を損なったりする言動については、カスタマーハラスメントとして対応させて

いただく場合があります。 

 そのような言動が確認された場合には、状況に応じて、対応の中止や施設からの退出をお願いす

るほか、島根県、警察、弁護士などの関係機関と連携して、組織として適切に対応いたします。 

 これからも、お客様に安心してご利用いただける環境づくりに努めてまいります。本方針へのご

理解とご協力を賜りますよう、お願いいたします。 
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カスタマーハラスメントの例 

～職員の安全と尊厳を守るために、下記の様な行為は許すことはできません～ 

 
①拘束的な言動（財団業務に支障をきたす継続的、執拗な言動） 

制度上対応できない不当な要求、または長時間にわたる執拗な説明の強要、 

長時間の拘束・居座り・監禁、職員の発言等に対する執拗な攻撃、 

長時間あるいは度重なる電話など 
 

②精神的な攻撃（脅迫、中傷、威圧的な言動） 

   大声を上げる、罵声、暴言、人格否定、土下座の強要など秩序を乱す行為 

   危害を及ぼす趣旨の発言、物をたたくなどの恐怖を与える行為 
 
 

③身体的な攻撃（暴行、傷害およびそれに類する行為） 

   身体に対する攻撃、財団備品の破壊、危険物の持ち込みなど 
 

④性的な言動（セクシュアルハラスメント） 

   身体を不適切に触れたりまたは触れさせたりする行為、性的な発言など 
 

⑤職員個人への攻撃（プライバシー侵害、名誉棄損） 

   個人情報の公開又は公開を示唆する行為、無断撮影、録音を用いた威圧、 

   職員の個人情報（電話番号など）を求める行為など 

 


